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まえがき

JVCができて10年がたった。

その間，アジアやアフリカそれぞれ独自の活動を，東京事務所の

国別担当が支える形で，組織を運営してきた。

現場のスタッフは，地域に密着して，人々と寝食を共にしながら，

彼らの抱えた問題の解決を図ろうと頑張ってきた。

現実の問題に直面し，みつめていけば，JVCが関わってきた国の

問題は，その国だけではなく，隣国や大国との関係，そして日本と

の関係，その延長線上にある私たちの生活と深く関わっていること

がわかってくる。

今までのJVCの活動を，織物に例えるなら，縦糸的につないでき

たということができる。

その縦糸に乗って数多くの人が，JVCに参加し，アジアやアフリ

カの人に出会い，人生を豊かにしてきた。

そういう人たちがたくさん生まれながら，JVCという組織も変わ

ってきた。現場と日本を個別につなぐ縦糸だけでは，今，私たちの

足元をすくいかねない環境問題や世界の人口の半分を占める女性問

題，人権問題には対応できない。

国を越えた問題を結んでゆく横糸がなければ，世界とつなげなく

なりつつある。マレーシアのサラワクでおきている熱帯林伐採問題

では，熱帯林伐採によって，森の住民の生活が破壊されつつある。

そして，切られた木は私たちの暮しのなかで，家具や紙になって

いる。マレーシアの熱帯林がなくなれば，また違う国のどこかで同

じことがおきるだろう。

JVCに関わる一人一人も，現場と日本を結ぶだけの縦糸から，国

と国が乗り入れて，ボーダーレスになってきている横糸的な現状を

的確につかんで織り込んでいくことが，一人一人の国際的視野を広

め，問題をキャッチし対応する力を高めることになる。

一人一人が力をつけてゆくということは，プロジェクトの内容が

豊かになり，組織的魅力も増してくることにつながるだろう。

組織の問題を意識して取り上げたことはなかったが，ここでJVC

がどんなふうに変わってきているのか，自己確認も含めて取り上げ

てみた。　　　　　　　　　　　　　　　　柴田　くす子
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特集 人と組織とネットワーク

JVCは，基本方針にあるように，一人一人の意志

の集合体である。簡単に言えば，誰かに命令されて

活動をしている訳ではなく，自分がやりたいから，

やっているということになる。しかし，それでは

JVCの活動は独善に陥ってしまう。活動が社会性を

帯び，一人でも多くの人に支持してもらうことが，

息の長い活動になるかどうかを左右する。

個人の支持と同時に，個人の力では及ばない問題

に対して，組織の有効性もでてくる。JVCにおいて，

組織とは何だろうか，またこの組織を強化するとは

どんな意味があり，それを具体的に実現するために

何をすればよいのだろうか。この問題提起に対し，

星野，林，谷山，鴇田，前川，柴田久史，柴田久寿

子らが話し合いをもった。その結果，プロジェクト

の内容を豊かにしていくことや人材育成が，組織強

化につながるということが確認された。それでは，

内容を豊かにするというのはどういうことか。

最近のラオスやエチオピアなどの各プロジェクト

の取り組みを見ながら，以前のJVCのプロジェクト

と何が変わってきているのかを検証し，それが組織

強化とどう関係しているのか探ってみたい。

1）ラオスプロジェクト

まず，ラオスプロジェクトは活動資金の調達とい

う面で新しい動きが起こった。日本社会においては

緊急プログラムに対してはお金が集まりやすいが，

開発プログラムに対しては集まりにくいという事情

があった。JVCは当初，緊急救援団体としての色合

を濃くすることによって日本社会から資金集めをし

てきた。また，今までの国際機関との連携も主に

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）とWFP（世

界食糧計画）など難民や食糧援助など緊急事態に対

処するところだけから資金や物資を供与してもらっ

ていた。

ところが，ラオスプロジェクトは，生活改善普及

員養成センターを建設して生活改善普及員の養成と

いう開発プログラムを手懸け，同時にJVCとしては

初めてUNDP（国連開発計画）やUNIFEM（国連女

性のための開発基金）という開発や女性問題に取り

組む国際機関から助成金を受けた。

これはJVCにとっては，新しいチャンネルであり，

国連機関との多面的な連携ができてきたことになる。

また活動資金集めの難しさから，プロジェクトの

支援者を地方にも求めた。それは既存のJVCの支援

者をJVC内部で食い合わないためである。

その結果，新潟という地方の一地域の人たちの中

から，ラオスを支援するという活動が起こった。

この活動は，NVC（新潟国際ボランティアセンタ

ー）となって組織された。JVCは，資金集めの必要

から地方に出ていったのだが，結果として，新潟の

人たちが第三世界に協力しようという独自の活動の

火つけ役になれたと同時に，日本の地域とラオスと

いう第三世界の地域を結ぶパイプの役を果たすこと

ができたのである。

彼らは独自の運動を進めながら，JVCのラオスプ

ロジェクトへの資金協力をしたり，現地視察をして

相互に連携し合う関係が生まれた。

この連帯は第三世界と日本をつなぐものであるが，

さらに特筆されることは，第三世界と第三世界とを

つなぐという形が生まれたことだ。ラオス人のスタ
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ッフ（生活改善普及員養成センターの講師）が，こ

れからラオスでどんな農業をやっていくのかイメー

ジするために，自給自足できる複合農業経営を基盤

にした村作りに取り組んでいるタイのプーヤイパー

イ（パーイ村長の意）の村を視察した。機械や化学

肥料を使った近代的農法を考えていた彼らにとって，

プーヤイパーイのやり方は大変参考になったと思う。

またタイにあるATA（適性技術協会）のスタッフを

講師として招いて，普及員の指導にあたってもらっ

たことも，タイ・ラオスの地域交流の一環であった。

JVCラオスは新しいプロジェクトであるため，資

金的にも人材的にも限られていたので，現地代表の

谷山が主に，資金集めのために，ラオス－タイ－日

本を頻繁に往復せざるを得なかった。その過程でラ

オスが抱える問題は，ラオス一国では解決できず，

隣国のタイや日本との関連でしか捉えられないこと

が分かってきた。既に述べたラオスとタイとの連携，

ラオスと新潟との連携は，このように，担当スタッ

フが，自分の現場だけでなく，第三世界の他の現場

や日本の地域を歩くことによって，初めてつくられ

たのである。

こうした動きが出てきた背景にはさまざまな要素

があるが，特にその一国の問題がその地域のみでは

解決できず，日本を含めた先進国やもっと大きく地

球全体の問題と密接に関係していることを私たちが

自覚し始めたことに基づいている。

従来のプロジェクトのように代表が現地に長期滞

在することの長所は，その国の現実をよりよく知り，

現地での人間関係が豊かになり，プログラムの内容

も深めることができることにある。問題点としては，

視野が狭くなって近視眼的に現実をとらえてしまう

傾向があることだ。日本と現地を往復する長所は，

その地域の問題を地域のみに留めず，より構造的に

広く国境を越えてとらえることができやすいことに

ある。短所は，その国の事情を深く知ることができ

ず，人間関係も希薄になるということだ。どちらの

タイプでも，状況に応じて対処すればよい。JVCは，

やはり現地に深く関わり，人間関係を豊かにしなが

ら，その地域の人たちとともに活動することをもっ

とも大切な要素としてきた。今回，ラオスチームの

場合も現地駐在のスタッフに前田さんを派遣できた

ことが大きな力となった。彼女は，協力隊の隊員と

して2年間ラオスに住んだ経験があり，ラオス語が

堪能で人格的にもラオス社会にすぐ溶け込めるとい

う人だった。

2）カンボジアプロジェクト

今年4月，カンボジア国内で活動する4つのNGO

（フランス2団体，アメリカ1団体，JVC）が，カ

ンボジア問題の恒久的解決に向けて，それぞれの国

で一斉に「カンボジア人のための緊急声明」の共同

記者会見を行なった。何分，不慣れなことで，社会

的な反応はいまひとつであったが，組織的には全く

新しい試みであった。この動きの特徴は，西側諸国

とは国交のないプノンペン政府の中で活動して現地

事情に詳しい民間団体が，自国政府に対して市民の

立場からカンボジア問題について発言していくこと

で，問題解決の一端を荷なっていこうという意図で

行なわれた。

また，3年前に『NGOのみたカンプチア』という

タイトルの本を出版したが，これもカンボジア国内

で働くNGOがその本質的解決のために共同声明を

行ない，自国政府にアピールしようとしたものだ。

研
修
を
受
け
る
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ス
人
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フ
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このように，国境を越えて市民団体が相互に連帯

して政府や自分たちの社会に向けて積極的に発言し

ていくことは，JVCも含めて，今後ますます盛んに

なっていく。

3）エチオピアプロジェクト

エチオピアでは，干ばつ飢饉に対する救援活動も，

飢えからの復興活動も，その主要な部分がNGOに

よって行なわれている。内戦状態で政府間援助を行

なっても，援助物資がどのように使われているか確

認することができないからである。海外，およびエ

チオピア国内のNGO約60団体は，協議体を形成し

ている。

世界各国の市民団体からの寄付金はもちろん，各

国政府からの物資や資金もこうした協議体を通して

集められ，各NGOによって有効に使われる。

JVCは1985年以来，協議体のメンバーであり，ヨ

ーロッパやカナダから，食糧，農具，薬品など調達

してきた。同時に，日本政府にもNGOを介しての援

助を勧めてきたが，今回の緊急援助では，若干それ

が実り，国連機関を通して，NGOのグループに食糧

と輸送費が送られるようになった

またNGOのグループは，政府，反政府勢力の双方

と話し合い，救援活動のための部分的停戦を勝ち取

ってきた。戦争を行なう両勢力の間の調停力となる

ことが，NGOの次の課題である。

4）熱帯林行動ネットワークなど他団体との連携

熱帯林の伐採に反対するNGO，熱帯林行動ネット

ワーク／地球の友と共に，マレーシアのサラワク州

の森林伐採に反対する運動を進めようとしている。

これには，東京事務所で新たに環境担当となった岩

崎美佐子が中心となって当たっている。

彼女は，既存の縦割りのエチオピア，ラオス，タ

イなどの地域担当からはずれ，環境というひとつの

テーマによる横つなぎの担当になった。これは，ま

さに環境問題が一国の国内問題として解決できず，

国境を越え，地域を越えた地球レベルでの国際連帯

が必要だという認識の下に組織的に合意を得ること

ができたからである。彼女の仕事は，多面的なネッ

トワークをつくり，さらに日本社会に対し発言して

いくことにある。

以上の各々のプロジェクトの動きを検証すること

によって，新しい局面を見出すことができた。

そのひとつはさまざまなネットワークの形成であ

る。日本の地域と第三世界の地域の交流，国境を越

えた第三世界と第三世界の交流，各国のNGOとの

連帯行動である。その中でJVCは，国境を越えて複

数の地域をつなぐパイプの役割を演じ，また，行動

の主体として積極的に社会に対し発言していこうと

している。そうしたネットワークをさらに豊かにし

ていくために，国境を越え，地域を越えて活動をす

る環境担当ができた。

JVCにおける組織強化の意味は，従来の縦の動き

に対して，横の動きを活発にしていくネットワーク

作りを積極的にすすめることにある。これは第三世

界に共通する問題に対し，地域の人々の問題解決の

意欲と方法を結集し，連帯の輪をつくることによっ

て，問題解決を図るとともに，その問題を取り巻く

社会構造そのものに働きかけて状況を改善していこ

うとすることである。　　　　（文責：編集部）

共同記者会見
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環境プロジェクトで結ぶ
岩崎美佐子

なぜ環境問題か

たくさんの生物が共同して作り上げた地球上で人

間だけが突起し，他の動植物を絶滅に追いやり，そ

のことによって人もまた滅びる道を歩いていること

が危具されるようになって久しい。それでいて，環

境破壊へのブレーキはなかなかかからない。

フロン対策など，経済先進国において技術で解決

を図ろうとしているものは別として，森林伐採，採

掘，伐採跡地での換金作物の広域単一栽培，大規模

ダム建設など，とくに第三世界における自然環境破

壊はむしろ激しさを増している。このような現象を

作り出している背後には，日本など経済先進国の大

量消費，ブルドーザーなどの破壊機械の大量生産と

パワーアップ，利息の運用が必然となる金融機関主

導型の経済システムなどがある。したがって，第三

世界における環境破壊の要因の多くは経済先進国の

側の問題であるとみるべきであろう。

他の動植物が滅びても，最後まで生き延びること

を信じている人間に，滅亡の危機は全員同じ確率で

はやってこない。皮肉なことに破壊推進の張本人で

ある，経済先進国の都市に住む人たちより，たくさ

んの動植物と共存し，森林や水など環境を守ってい

た人たちから滅びていく。サラワクでは，このまま

伐採が続けば熱帯林は10年ももたないであろう。森

の民，プナン人の飢えはすでにはじまっている。

JVCの取り組み

JVCのような小さな民間団体が，単独で環境問題

に対してできることはあまりにも小さい。しかし，

日本の他の団体や個人と手をつなぎ，世界の団体や

個人とも手をつなげば可能性が広がる。ひとにぎり

の人たちの目先の利益のために，死と向かい合わざ

るを得なくなった人がいることを広く知らせ，行動

を喚起したい。

（1）海外で

今年から，JVCでは環境問題に積極的に取り組ん

でいく。海外においては，国を越えた農民の交流，

農業や環境問題に関する農民国際会議など，草の根

レベルでの経験の交換を盛んにし，ネットワークを

作っていきたい。

また，「メコン川ダム建設計画」など，有償援助

や借款で可能となる巨大環境破壊プロジェクトに関

する情報を収集，関係地域の人たちに正しい情報を

流すとともに，誰がどう得をするのかしっかり検証

していきたい。かつて水害に悩まされた日本人は，

ダム建設はいいことと信じている。しかし，世界の

巨大ダムの失敗例は枚挙にいとまがない。

ダム建設は上流の人

たちを立ち退かせ，森

林を湖底に沈めて，下

流の人たちの農業を変

える。マラリア，住血

吸虫などが増加し，貯

水池で脱酸素化した水

は下流の漁業を破壊す

る。都市や工場にのみ

電気や水が供給され，

熱帯雨林の訴え

ヒサクニヒコ

東京新聞89．9／24
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流域の人たちがほとんど恩恵をこうむらないダムさ

えある。さらに不可解なのは，ダム建設国が借款で

賄う建設費用の返済年数と，ダムの耐用年数に差が

ないことだ。借金を払い終わったときは使用不能に

なっているダム，いったい誰のためのダムなのであ

ろうか。

実際のプロジェクトとして，東南アジア大陸部で

のアグロフォレストリーを考えている。とくに森林

破壊の激しいタイでは，木のない山が延々と続いて

いるところが目だち，植林してあるところはチーク

など単一種が一般的だ。50年サイクルのチークより

もっと早く換金できる木として，ユーカリ植林も増

えている。これらの森は商業林だ。地域の人々が共

有してきた，生活に有用な樹木の混在する森林とは

違う。利用できないということは，人々にとって意

味がないということであり，意味が見いだせなけれ

ば保全の関心も薄い。かえって無断伐採も増える。

果樹，薬樹，薪炭材，建材，工芸用樹木，食用植物

など，生活に必要な木を混植することで，人々と森

が共存することはできないか。このような森のかた

ちは，タイ中南部の果樹園で伝統的に見られたもの

で，小さいものならタイ東北部やインドネシアでも

屋敷林として見られる。これを山岳地帯に拡大して

みたい。最初のプロジェクト地として，タイ北部を

考えている。

（2）日本と海外を結ぶ

海外と日本との関係では，各国の環境NGOと情

報の交換をはかりたい。とくに，タイの「エコロジ

ー回復プロジェクト」とマレーシアの「地球の友マ

レーシア」と連携を強めたい。また，少しでも多く

の日本人に現状を知ってもらうため，スタディーツ

アーなどを考えている。

（3）国内で

国内においては，「熱帯林行動ネットワーク」や

「地球の友日本」などと連携をとりながら，各地に

ネットワークを作り，地方自治体へ，熱帯材（コン

クリートパネルや内装材としての合板など）を使わ

ない運動や，ゴミを減らす運動などを働きかけるな

ど，近場のものを大切に利用する生活を定着させて

いきたい。誰でも始められる活動のマニュアル作り

や，勉強会なども開催したい。

世界熱帯林運動会議に参加して

1990年5月24日から26日まで，マレーシアの

ペナンで「第二回世界熱帯林運動（以下WRM）

会議」が開かれ参加した。会議の目的は，これ

に先だってインドネシアで開催されたITTO

（InternationalTimberTradeOrganization）

の決議を踏まえて，WRMがどう行動するか，

その方向をさぐるものである。14カ国から約50

人が参加した。合宿して，連日朝9時から夜10

時半まで討議するという白熱ぶりで，時間切れ

となった2つの議題については，27日の日曜日

の午後まで討議が続いた。

まず，熱帯材産出国から伐採状況，反対行動，

裁判，ダム計画などについての現場報告があり，

熱帯材消費国からはキャンペーンなど，それぞ

れの取り組みについて報告があった。

次に，伐採・木材取引をする企業，林業関係

の国際機関（ITTO，FAO〈FoodandAgricul

tureOrganization〉，TFAP〈TropicalForest

ryActionPlan〉など），各国政府援助，融資

機関（世界銀行，アジア開発銀行など）への対

応を討議し，続いてWRMの提案事項と具体的
な行動計画を討議した。また，伐採によって森

林が破壊され，生活の基盤をなくした人たちが

どう生きていくのか，森林の再生は可能か，持

続的な森林経営は可能か，プランテーション，

商業植林などをどうとらえるかなどについても

討議した。

討議の最大の焦点は熱帯林伐採の即時禁止に

向けてなにができるかということであるが，3

日間の討議を踏まえて，28項目の「今後の課題」

を抽出し，それぞれが分担して埋めていく作業

とした。

長い3日間（私は25日から参加）ではあった

が，充実した3日間でもあった。サラワクの人

たちとも，つっこんだ話ができた。ペナン消費

者協会の人たちの受け入れもすぼらしかった。

とくに菜食の3食の食事とおやつのおいしかっ

たこと，どんなにりっぱな討議をしても，それ

がだいなしになるような，輸入したエビなど食

べるしかない日本の食事を心底貧しく思った。

（岩崎美佐子）
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インタピュー

JOCS（日本キリスト教海外医療協力会）

一過性の救援ではなく，息の長い開発協力を第三世界で20～30年

も続けてきた日本のNGOは，数えるほどである。そんな中で，「日

本キリスト教海外医療協力会（JOCS）の存在は大きい。

欧米に比して歴史の浅い日本のNGOにとって，このJOCSの活動

には多くの示唆が含まれていると思われ，その点を事務局の坂本氏

と佐藤氏にお尋ねした。（インタビュー：鴇田三芳）

JOCSの設立経緯と現状の活動は？

坂本　日本の中国侵略で生まれた中国人難民に対

して，戦前，クリスチャンの学生が京都を中心に医

療活動を始めました。この活動に参加した人々が，

1958年に香港で開かれた「東アジア・キリスト教者

医療従事者会議」を契機に，JOCSを1960年に創設

したのです。現在は，ネパール，バングラデシュ，

カンボジア，インドネシアの4カ国に合計11名の日

本人医療ワーカーを派遣しています。ワーカーの任

期は最低3年。また，アジアの医療人を日本でトレ

ーニングしたり，アジアの人々の医療・保健事情や

生活，文化などについて日本の人々に知らせること

にも力を入れています。

日本のNGOでは，会員数1000名が現実的

な壁になっています。ところがJOCSは8000

名以上もの会員がおられますね。どうして

ですか？

坂本　いくつかの理由があります。現地派遣が決

まった医療ワーカーは，自分の住む地域や友人・知

人，教会などに働きかけ，自分を支援してくれるグ

ループを自主的に組織してから，海外に赴きます。

この支援グループを“プレイヤー・グループ”と呼

んでいるんですが，現在，全国に13あります。各グ

ループは独自の会員によって支えられていますが，

同時に，その多くはJOCSの会員にもなってくださ

るので，新たなワーカーが入るごとにJOCSの会員

も増えます。第二の理由は，地域活動です。プレイ

ヤー・グループとは別に，関西を中心にいくつもの

グループがあります。京都JOCSとか，大阪JOCS

とか，全部で7つあります。これらのグループが各

種の地域活動を展開する中で，JOCSの会員になる

方がいます。また，歴史をさかのぼると，ワーカ

ーとして海外で活躍してきた岩村昇さんの貢献があ

ります。帰国のたびに岩村さんは，意欲的に全国を

まんべんなく廻り，膨大な数の集会や報告会を行っ

たことで，会員が急増しました。

佐藤　もう一つ，古切手の収集運動があげられま

す。この運動には，クリスチャンに関係なく，年間

でのベ100万人もの人が関わっていますから，会員

になられる方も多いんです。

これだけ会員がおられたら，会費収入が会

の運営に大きく貢献してるんでしょうね？

坂本　ええ，会費や寄付でお世話になってます。

私たちJVCでも，他のNGOの例に漏れず，

収入の多くは事業費，つまり直接経費に指

定されています。会の全体運営に使える収

入は，会費も含めて，2割前後しかありま

せん。常に資金的には楽じゃありません。

JOCSは，その点いかがですか？

坂本　会の創設の当初から，プロジェクトの個別

の経費に対して支援を募るのではなく，プロジェク

ト全体，会全体への支援をお願いしてきました。そ

こで大事なのが，JOCSや現地ワーカーと支援者と

の間の信用と信頼ですね。

JVCでは，資金協力をお願いする場合，細

かい予算書を提示し，「これこれに使いま

す」と約束し，ほぼその通りに使います。

JOCSでは，そうしないんですか？

佐藤　事業費と管理費を分けて事業費のみをアピ

ールするのではなく，全体への協力をよびかけてお

ります。

われわれが大事にしている方針がもう一つありま

す。「現地の人の依存心を助長しないために，活動

地に物やお金は極力持ち込まない」というものです。
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そうすると，支出に占める人件費の割合が大きくな

りますが，開発協力の場合はそれでいいと思います。

また，ことあるごとに，機関誌などを通じて，現地

の医療ワーカーの生活状況を知らせ，生活保障の必

要性をアピールしてきました。日本に住んでいる支

援者の生活はだんだん豊かになりますよね。豊かさ

を享受している人が，海外の厳しい環境で働いてい

る医療ワーカーに対して，貧しい生活をしなさいと

言えますか？

そうですね。また，給与や社会保険もさる

ことながら，ワーカーの研修も充実してい

ると聞きおよんでいますが。

坂本　私たちは医療関係の研修の他に，語学，特

に現地語の研修も重要視しています。コミュニケー

ションが大事ですから。3年の任期の内，初めの半

年ほどは現地で語学トレーニングをまず行います。

その間も，給与は通常通りです。必要があれば，イ

ギリスやインドなどで熱帯病の研修もできます。

帰国後，医療ワーカーはどうされますか？

坂本　3年の任期が終わり帰国した医療ワーカー

で，その後も継続する場合は，次の派遣までの1年

間，有給休暇があります。その内の3カ月は日本各

地で講演します。単に現地の体験や状況を支援者な

どに知ってもらうだけでなく，現地の医療ワーカー

と支援者などが意識の上でも一体となるいい機会な

んです。あとの9カ月は研修と休養です。

進んでいるというか，何というか，すごい

ですよ，この日本のNGO界にあっては。

佐藤　JOCSは，欧米のミッショナリーのやり方

を当初から参考にしてきました。ワーカーの待遇も

含め，この組織的な整備ができたのは，設立後10年

たった1971年，「第1回バンコク会議」の時でした。

会の設立後ガムシャラに10年まず頑張ったんですが，

いろんな問題が出てきましてね。それで，この会議

を開いたんです。その後も，10年に1度の割合で1

週間ほどの「バンコク会議」を開き，海外の医療ワ

ーカーはもとより，日本からも事務局員や理事など

が出席し，過去の10年の経験をもとに，その後の方

針を決めています。

医療ワーカーと各プレイヤー・グループと

JOCS事務局と，その三者の関係はどうな

っているんですか？特にワーカーが海外

に赴任してからは，どうなんですか？

決定とか，金の動きとか，情報の流れとか

具体的にお聞きしたいんですが。

坂本原則的には，現場ワーカーとプレイヤー・

グループとの間の情報やお金の流れなどは，すべて

JOCS事務局を通ります。重要な判断はJOCSの理

事会が行います。

佐藤生活費とか最低の活動費はJOCS事務局か

ら送られますが，ワーカーの家族を現地訪問させた

いとか，ワーカーが使う車を贈りたいとか，そのよ

うな場合は，事務局は間に入らず，プレイヤー・グ

ループとワーカーとの間で直にそれを進めます。ま

た，情報の流れは基本的にここ事務局を経由してい

きます。会報は，JOCS事務局だけでなく，各プレ

イヤー・グループも発行しています。業務上の打ち

合わせや連絡に関しては，プレイヤー・グループは

関与しません。

最後に，会の運営上で見逃せない重要なこ

とを付け加えていただけますか？

佐藤3年に1度，“ワーカー会議”をわれわれ

は開いています。時間がたつと，各ワーカー間，ワ

ーカーと事務局と支援者との三者間でギャップが拡

がっていきます。それを埋めるために，各国のワー

カーが一ヵ所に集まります。この会議の結果は理事

会に提言や要望を含めて報告されます。
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地域が元気になる豊かなネットワーク作り

「地域の中に世界がある」

6月10日フリートーク於：東京都婦人情報センター

最近，地方で，アジアやアフリカの事について興

味を持ち，何か自分でできないかと独自の活動を展

開する人が増えている。何か新しいことを始める時

は，周囲の無理解，非協力，中傷にさらされるため

にせっかくの芽が摘まれることが多い。そんな中で，

孤軍奮闘しながら仲間を増やし，5年も6年も粘り

強い活動を続けている地方の会員に話をしてもらっ

た。地縁，血縁，社縁が時には居心地良く，時には

重いしがらみになる中で生活をしなから，頑張って

いる姿は，フリートークに参加した人全員を元気づ

けてくれた。地域が元気になってくる，人が元気にな

ってくることが，豊かな開係を作りあげていくこと

になる。

たかこ
土居陸子さん（愛媛県）

5月20日，東京でのチャリ

ティウォークと同じ日に，松

山でもチャリティウォークを

やりました。

最初，全く一人だったので，

環境フォーラムで知り合った

人に強引に呼びかけて仲間を

募り，何とか4人集めてスタ

－トしました。今回のイベントで協賛もとろうと生

協に呼びかけましたが，ダメ。県内の国際交流関係

団体にも手紙をせっせと出しましたが，なしのつぶ

て。やる！と言った手前，後にはひけないし，不安

なスタートでした。熱意だけでやった感じです。

団体や企業は，事前に連絡をとると，ていよく断

わられるので，直接押しかけて，直談判しました。

おかげで，伊予銀行さんは，銀行の振込み手数料を

無料にしてくれました。

マスコミもめずらしいネタなので取り上げてくれ

たりして，やってるうちにだんだんと，松山でも何

かできるんだという実感が湧いてきました。

開催前日まで，トラブルが続いて，気も張りっぱ

なし。他の大きな団体が同じ日に，似た様な企画を

やって，それに人が流れてしまうんじゃないかとや

きもきしたり，ウォークのポイントでスタンプを押

す人が足りず，前夜，知り合いの知り合いに電話を

かけたりといった調子でした。ウォークが終った後，

来年もやります！と連呼したら，友人から，「来年

もやるって言ってるのは，あなただけよ」と言われ

てしまいましたが。

5～6年前，林さんの講演を聞いたりするだけの

おとなしい活動だったのが，こんなに元気のあるイ

ベントをやるようになったのはなぜか，とよく聞か

れるのですが，JVCと関わりながら，第三世界に目

をむけることで，自分探しをしてきたというか，自

分の生き方を見つめられるようになって，人の噂な

どをふっきれてきたのが原因かと思います。

今は，「しんどい」より，「楽しい」が先。動けば何

かあるから，もっともっと動こうと思います。

武田節子さん（山形県）

6年前，『人間の大地』を読んで，自分の足元を

見ると同時に，遠くを見なければならないと思い，

勉強会を始めました。地方にいると足元ばかり見て

しまいますので。

勉強会の中から，コーヒー一杯分（500円／月）を

JVCに送金する運動を始めました。会員を募集した

ことはないのですが，募金を集める過程で，150名

の会員になったこともあります。T／Eは，手書きで

書き直して，会員に配ってます。地方は情報がない

ので，新聞社もすぐ関心を持ってくれますし，1年

に1度の定期報告会では，100名前後集まります。

テレビにも毎年出演してるし，地方紙にも10回ぐ

らい出てます。パネル展，エチオピア報告会，タイ・

スラム奨学金とやってきました。12月には，バザー

を予定しています。来年は，チャリティウォークも

いいなと思ってます。山形の実情から言えば，JVC

ももっと田舎の方で，講演会を開いたりしてほしい

と思います。

私は夫が実業家なので，JVCをやっても，「お金

儲けをしているじゃないか」と言われるのがイヤで，

目立たないようにしてきました。
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安村妙さん（福岡県）

今，二児の母です。育児で

大変でしょうと言われるけど，

(実際，大変だけど）子持ち

だとか，仕事などで自由に活

動できない人にも，できるこ

とがあります。私の場合は，

エチオピアからＪＶＣｃｑ,スタッ

フ，エシャトーとダニエルが

来た時，福岡に呼んで講演省

ｅ寒く《-答〈<-等鑑-〈鐸<-鐸忌<‐等缶等〈《←〈鐸<-娯鐸←鐸〈《-〈鐸《一等<〈隼畿<<〈-鐸<<←<鐸<‐寒く<-〈鐸<‐等〈〈F<〈鐸‐<等〈‐鐸<<←軽くｆ－〈〈〈《<-鑑〈<‐〈霊長-<<鐸今〈鐸<←等缶

谷山博史（ラオス担当新潟県の活動を代理報告）

今日は，新潟の方が参加できなかったので，代り

に話をします。

新潟国際ボランティアセンターというのが，新潟

大学教授の多賀秀敏さんを中心に，今年３月に設立

されました。当初は，ラオスを支援するという格好

で始まり，ラオスの子供たちのためのバザーも開催

しました◎僕も新潟に足を運び，ラオスの話をして

きました。このバザーの時も，ラオスのために，自

宅に眠っている贈答品を出してもらうよう呼びかけ

たのですが，予想以上に集まり，バザーには2,000

人もの人が来ました。収益も200万円近くあがりま

した。

1１

エネルギーのことを考えて，

電気を消すことも，経営者の

側からは言いにくかったし，

私がやってることを強要もで

きませんので，何も言わなか

ったのです。ところが最近，

会社の若い人が，「割り箸を

使わないように」とか「紙を

無駄にしないように」とか自

てきたので、私のやってきた

海外の問題に興味のある人はたくさんいるのに，

どこに'情報を求めたらいいのかわからなかった。そ

ういう人たちが，今回，バザーなどをきっかけに出

てきたという感じです。やっと拠点ができたという

ところです。今後も，情報などが不足していて，動

きたくても動けなかった人たちの拠点として，増々，

活動を活発にしてくると思います。そして，ラオス

だけでなく，広く海外の問題を考え，つないでゆき

たいと考えています。

多賀さんからのメッセージとして，「今までの地

方の国際交流は，海外の人を受け入れるばかりだっ

たが，海外をつかむには，海外に出ていくことが大

切であり，それが逆にエネルギーを注入することに

なる」ということと，「上から指導された国際交流で

はなく，市民から始まる，下から上を動かす活動を

やっていかなければ」ということを，伝えてほしい

ということです。実際，行動している人が実感した

言葉だと思います。こちらも連携プレーで，強く長

く，つないでゆきたいと思います。

主的に言うようになってきたので，私のやってきた

ことも無駄ではなかったなあ，と嬉しく思っていま

す。

私自身，海外に出ていけませんので，その分，

ＪＶＣが活動しているんだなと考えています。

第２号

1990年３月30日

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．１０１

姥１Ｊ’uリナ

所ルル",i仲山４－里制→５

Ｊ１．C新1期ｪ里輔端
TELU2S-Z“-21).照
融『何f『ｈ仏心栄「

新
潟
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
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JVCの組織・活動は，それぞれの地域で多くの人たちの力によって支えられている。現在，

東京事務所で活動している人も，総勢100人近くいると思われるが，その中でも特にこの数

ヵ月JVCに通いつめた新人ボランティアに集まってもらい，彼らが日頃どんなことを考えて

JVCに来ているのかを話し合っていただいた。題して，

お前ら何しに釆てるんだ！？座談会

岩間邦夫 坂根宏治

長谷川まり 平田喜代枝

（司会）高梨直樹 比留間明子

なんでJVCに来たの
高梨　まず初めに，皆さんがJVCと関わり始

めたきっかけと，合わせて自己紹介をお願い

します。

まず，僕から。僕は早朝の牛乳配達をしな

がらJVCで働いています。2年前ピースボー

トのツアーでプノンペンにあるJVCの技術学

校を見てきたのが最初です。でもその時は現

場の様子よりも，JVCの名称に衝撃をうけま

した。「日本」「国際」「ボランティア」「セン

ター」という何かと問題になる，意味深で怪

しい四つの言葉に弱かったんですね。そんな

四つの言葉がたまたま結びついた「日本国際

ボランティアセンター」，これは凄いと思い，

何やってる団体かも知らないのに，とにかく

「これだ!!」と思いました。（笑）

長谷川　デパートに勤めています。今は週一

回，火曜か木曜に来て募金の領収書を作る仕

事をしています。JVCに来たきっかけは，近

所のゴミ箱にJVCのカレンダーが捨ててあっ

たのを見て，たまたまJVCの存在を知りまし

た。（笑）

平田　去年の暮れに新聞でJVCカレンダーの

ことを知り，それからJVCに釆ました。週二

回火曜と金曜に来て，長谷川さんと同じよう

に募金関係のお手伝いをさせていただいてい

ます。出会いがおそく，皆さんの倍の年齢な

のでのろのろですが，歳を数えないことにし

て関わっていきたいなと思っています。

岩間　運送会社でアルバイトをしながらJVC

に来ています。主に来る時間帯は夜です。特

に決まった曜日に来るわけではなく，自分の

あいている時間に来ています。JVCに関わり

始めたきっかけは，去年の4月，タイに行っ

た時にJVCの訪問者として運良く難民キャン

プを見せていただいたことです。あの時はご

迷惑をおかけしました。

比留間　大学の3年です。犬養道子さんの『人

間の大地』を読んでこういう活動に興味をも

ちました。新聞でJVCの記事を読んで「あ，

これは安心してボランティアできる所だな」

と思ってオリエンテーションに参加したのが

最初です。その頃は大学の授業も多く，木曜

しか来られなかったので，木曜日の女なんて

言われていました。そろそろJVCの女に昇格

できるんじゃないかなと期待しているのです

が　…。

坂根　大学の4年です。2年の時アフリカに

行き，1ヵ月半くらいソマリアを見学させて

いただきまして，それからJVCとのつき合い

が始まりました。

与えられる仕事だけじゃだめなんだ
高梨　皆さんそれぞれの条件に合わせてJVC

に来ているわけですが，具体的にどのような

活動をしているのですか。そこでの問題点も

あったら教えて下さい。長谷川さんと平田さ

んは募金関係のお仕事をしているのですが，

はかには。

平田　私の場合は週2回しか来れないんで，
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時間の合間をつくって，スタッフの方が現場

へ行ったときに動きやすいもんぺのようなも

のを作ってきて，強引にはいてもらったりし

ています。これからもそんなお婆ちゃんのよ

うな仕事も引き受けていきたいです。

坂根　イベントの当日のお手伝いなどしてい

たのですが，今はタイ通信（プアン）の編集

をしています。

比留間　私はアフリカに興味があったので，

エチオピアチームの中でお手伝いさせてもら

っています。

岩間　僕はラオスチームでやっています。今

までの活動で気がついた大きな問題は，グル

ープのミーティングをするといつでもイベン

トの作業の段取りを決める話し合いばかりで，

何で自分たちがJVCに釆てこの活動をしてい

るのか，JVCが取り組んでいる問題について

深くみんなで考えるという話し合いを全くし

てこなかった。ただ与えられた仕事を漠然と

やってきたということについて反省が出てい

ます。

高梨　国内活動の特徴として，わりとどんな

イベントでもそうだけど，与えられた仕事を

目的にやって，終わったら散ってしまうみ

たいな。自分が何やっているんだかよくわか

らないことってあると思う。

岩間　でも最初は何でもいいから手伝いたい

と思うわけでしょう。紙折るだけでも，椅子

運ぶだけでも，物動かすだけでも。（笑）自

分はJVCとつながっている，何か役立ってい

ると思えるから最初はそれで満足できるんだ

けど，やはり問題意識を深めたいとか，自分

の生き方を考えたいということで来る人がほ

とんどなんだから，いつまでもそれでは満足

できなくなる。

坂根ファッションていうのかな，これやっ

ていればいいみたいな気持ちで，そうやって

単に労働力を提供しているだけって怖いこと

だと思うんだよね。

岩間それでは自分たちが何でこういう活動

をしているのかという意義をよく考えてやろ

うとすると，じゃあ勉強会，ということにな

ってしまうので，その辺のバランスのとり方

がすごく難しい。今のラオスチームとしては，

与えられたことをやるのではなくて，自分た

ちの関心にもとづいてやっていこうというと

ころで，具体的には現場のプロジェクトをど

こまで支えられるかを追求していきたい，と

いう考えになっています。

JVCの穴をぼくたちがふさぐ

高梨ところで皆さんはJVCについてどう思

っていますか。スタッフについて，組織につ

いて，東京事務所の雰囲気について，どんな

角度からでも結構です。

岩間人が釆たら大手を広げて暖かく迎える

という雰囲気を特に意識して作ろうとしない

ことで，ついて来れる奴は来い，みたいに構

えていると思えるところもあって，だから必

死に食いついてきたというのがあります。

比留間でも，基本的にそれってあまりいい

とは思えない。

坂根そう。日本のボランティアって，選ば

れた人，特別な人がやっている，というイメ

ージがある。それにのめりこむのも，やめるの

も決意がいるみたいな。それって結局人が限

られちゃうし，ボランティアが広まっていく

ことを止めてると思うんだ。だから日本の常
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板根宏治 岩間邦夫 比留間明子

識としてボランティアが自然になるようにと

いうことが，JVCに限らず今後の日本の課題

だと思う。

長谷川　私もグリーンウォークの時，会社の

人にスポンサーになってもらったんですが，

普段JVCに来ていることを知らない人にいき

なりそういう話をすると，「へえ，ボランティ

アしているの，偉いわねえ」とみんなから言

われました。ボランティアは偉い，という考

え方が日本人てすごくあるんだな，と一つ勉

強になりました。

比留間　オリエンテーションに来たけど入り

づらいという人，私も小耳にはさむんですよ。

だから私としては，オリエンテーションに来

てくれた人のケアをしていけたらなあ，と思

っています。スタッフの方はどうしても仕事

があるからそこまでやるのが難しいと思うん

ですよね。

岩間　まだできて10年の団体だし，官僚的な

組織じゃないし，いい意味でバラバラな所，

組織としての穴ができてくる。JVCに来る人

をつなぎとめる役割なんて，スタッフでなく

てもボランティアでも十分できるわけだし，

そういう部分をボランティアがもっと積極的

に見つけにいって役割を広げていくことが，

JVCが全体としてどれだけザルじゃない組織

になっていけるか，というあたりだと思う。

それともう一つ，自分がJVCでやっている

活動がJVCとどういうふうにつながっている

のか，ボランティアのやっていることがJVC

とは関係のない勝手な方向に走っていくよう

なことがあった時，自分たちの力だけで軌道

修正できるのか，ということに不安があった

りもするんですよ。

坂根そのためにもスタッフとボランティア

のコミュニケーションはもっと必要だよね。

それぞれのグループ同志での横のつながりも

もっていった方がいいと思うし，JVCの中で

やっているんだから，お互いにアドバイスが

できるようにした方がいい。

生活の一部としてJVCに参加

高梨ここで卒直にうかがいます。皆さんは

いったい何しにJVCに来て，これからどうし

ようとしているんですか。

僕自身は世界に飢餓がある，虐殺がある，

難民がいる，という状況の中で，その人たち

を踏み台にして生きていながら，自分は何も

していない，という不安があって，そんな不

安を埋め合わせに来ています。これからのこ

とは，第三世界と関わっていくことに決めた

以上，ただでは済まないという意味で，中途

半端なことだけは絶対にしない，それだけは

肝に銘じています。将来は現場に出ることを

希望していますが，今年はカレンダーの仕事

でじっくりがんばろうと思っています。

岩間僕はJVCに来るのは，行動の仕方を学

びに来ているんだと思っています。今までい

ろんな問題に対して自分一人で部屋の中で考

えているだけで，具体的にどう行動したらい

いのかわからなかった，というのがあって，

現実に状況を改善していくにはどう行動すれ

ばいいのかを学ぶところがJVCだと思ってい

ます。

これからどう生きていくかというところで，

社会の常識を身につける，というのはすごく

大事なことじゃないかと思うこともあって，

一度就職することも考えてはみたけど，JVC
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のやろうとしていることは，ある意味で社会

の常識を覆えそうとしているところが少なか

らずあると思うんだよね。要するに少数派を

広めていこうとしているわけでしょう，JVC

の活動は。今の社会の常識だと，そこに目を

向けすぎても結局社会の方向に取り込まれて

しまうし，大多数の感覚を知ろうとすると，

自分が大多数の側に立ってしまう。NGOの活

動にしても，社会の常識にはばまれている部

分がすごく大きいと思うし，社会の常識，一

般の人の感覚をどこまで崩していけるかが，

日本がどれだけ変われるかの境目でもある

と思う。自分の中で結論はないんだけど，と

りあえず今はJVCにのめりこんでやっていき

たいと思っています。やはり現場には行きた

いなと思っています。

比留間　私は単純に楽しいんですよ，JVCに

来ていると。だから他の人がサークルやって

いるのと同じような感覚でJVCに来てるとこ

ろがありますね。それでJVCに来ると，自分

が生き生きして，一番いい状態になるのを感

じるんです。だから，そうなりたいがために

JVCに来ている気がします。これからどうし

ていくかについては，やはりJVCの中で見失

われている所，自分の目で見てこれ必要だな

と思う部分をどんどんやっていきたいな，と

思っています。今はエチオピアチームでがん

ばりたいと思います。

坂根　偽善者にはなりたくないというか，助

けてあげたいという危機感だけでは自分は生

きていない気がする。だから，そうではない

部分でも僕は日本に留まらずにいろんな所で

国際的に関わっていきたいし，そんな気持ち

をどのようにプロジェクトにしてどこに必要

性を見い出すかまでは，まだ見えてないけど，

そういう形でやっていきたいと思います。

長谷川　自分の方向性がわからなくて考えて

いる段階ですが，ここってわりと極端でなけ

ればいけない，定期的にずっと来なければい

けないみたいな雰囲気を感じてしまうんです

が，それにつかりきってしまうのではなく，

働きながら，普通の生活をしながらかかわる

方法はないかな，ということを考えています。

とりあえず募金の仕事はずっと続けていきた

いと思っています。

平田生活の流れの中で，自分の人生の中で

こういう一部があっていいと思うんです。ボ

ランティアをやっているというと「お子さん

がいないから」とか，「生活にゆとりがあるか

ら」とか，そういうのがまだまだ一般の人の

見方みたいですが，そうじゃなくて，自分の

生き方の中にこれが一部として含まれている

と思えば何でもない，自然なことだと思うん

ですよね。私としては，これからもずっと細く

長く続けていきたいです。

まずは一歩踏み出して

高梨では最後に，これから新しくJVCに来

ようと思っている人に何か一言あればお願い

します。

僕はやはり粘り強く，できれば定期的に来

るのがいいと思います。

坂根ボランティアに来る人には，いろんな

カラーがあっていいと思うんだ。だから本当

にのめりこんで自分の生活よりも使命感をも

って来る人もいていいと思うけど，そういう

人たちばかりで占められて，違うレベルでの

かかわりをする人を拒むようじゃ困ると思う。

だからいろんなレベルでかかわれる場をつく

っていきたいと思う。

岩間活動に参加したいけど，どうしたらい

いのかわからない，なかなか機会がつかめな

い，来るのが恥ずかしい，そういう人いると

思うんだよね。でも来た人がなんとかスムー

ズに活動に参加できるような配慮も考えてい

るので，どこかでふんぎりをつけて，とにか

く足を運んで来てほしい。

平田私，最初に電話をしたんです。「行っ

てもいいですか」って。そしたら「どうぞ」

と言って下さったんで，怖いもの知らずで来

ちゃったんです。そしたら「突然来られても

仕事は…」と言われて。その時に「ここでめ

げちゃいけない。これは自分に対する試練だ」

と思いました。第一歩を踏み出すことは勇気

がいることだけど，一歩を踏み出してしまえ

ば，学ぶことはたくさんあります。
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日本の開発教育（3）

JVC執行委員

東和大学国際教育研究所教授

室靖

5章　学校教育外での開発教育

5－3－3　労働組合

第3世界諸国では，自主的な労働組合が未だ育っ

ていないことが多い。多くの開発途上国では，労働

運動は「反政府」と見なされ，政治的に禁止されて

いるか，そうでなければ，政府の御用組合だけが存

在を認められている。このような状況のもとで，国

際自由労連に加盟している先進諸国の労働組合は，

進んで途上国の自主的な労働組合の育成に当ってい

る1）。さらにヨーロッパの労働組合の中には，自国

の産業再編成の課題に積極的に取り組んでいる例も

ある2）。さらに，組合が行う労働者教育の内容には，

開発教育の要素が含まれていることが多い3）。とこ

ろが，わが国の労働界は第3世界の労働者との連帯

についても，積極的な取り組みがあまり見られない

のであるが，このような状況の中で，アジアの労働

者との連帯を積極的にすすめている組合の１つに，

大阪東地区合同労働組合「UNIONひごろ」がある。

大企業に勤める労働者と比べると遥かに劣悪な条件

で傭われている零細企業の労働者たちが合同で組織

したUNIONひごろは，苦しい財政事情のもとで専

従者の1人を香港に常駐させており，傘下の組合員

を対象にアジアの労働者が抱えている問題について

知らせる活動をつづけている。UNIONひごろの情

報・教育活動は，巨大な労組が今後期待されている

開発教育の具体例となろう。

労働組合運動と開発教育の関係という点からいえ

ば，学校教育に直接かかわっている教職員組合の役

割が極めて大きいはずであるが，日本教職員組合

（日教組）は，アジア諸国の教師たちがかかえている

問題について無関心であるだけでなく，日本におけ

る開発教育についても全く興味を示していない。

1）例えばドイツの労働組合は，社民党系のフリードリ

ッヒ・エーベルト財団とともに，途上国の労働組合

の強化を財政的・技術的に支援している。

2）例えばオランダの労働界は，第3世界の繊維産業の

興隆によって自国の工場閉鎖が進んだ結果発生する

と予想された繊維労働失業者への対策として配置転

換を積極的に進めていた。

3）労働組合の開発教育への係わりについては，NGLS

（Geneva）が1986年に出版した「Development

Education：The State of the Art（開発教育－

その進展の現況：開発教育協議会訳編）の第7章に

詳しく述べられている。

5－3－4　協同組合

欧米では各種の協同組合（cooperatives）が，第3

世界の同じ種類の協同組合の育成に協力すると同時

に，国内で開発教育を推進している例が多く見られ

る。わが国でも農業協同組合はアジア諸国の農業共

同組合の指導者の養成の為の研修機関1）をつくって

いるが，農協の組合員を対象とする開発教育は行な

っていない。開発協力と開発教育の両方を推進して

来たのは，農業協同組合や漁業協同組合のような生

産者団体ではなく，一部の生活協同組合であろう。

消費者組合である生協のなかに南北問題に関心を持

つものが見出されるのは，自らが取り扱う商品の中

に第3世界の生産品が占める割り合いが大きいこと

によるものと思われる。わが国の生活協同組合のな

かで開発教育を推進している代表的な例として，灘

神戸生活協同組合がある。84万人近い組合員をもつ

灘神戸生協は，年間2億円前後を使ってアジア諸国

の消費者団体（consumers，unions）の育成に協力す

る一方，国内で開発教育を行なっている点でユニー

クな存在である。また最近では横浜の生活クラブ生

協も開発教育に関心を持つようになっている。

1）アジア農業協同組合振興機関（IDACA）

5－4　マスメディア

一般市民のための開発教育という点では，テレビ

や新聞がきわめて重要な役割を持っている。例えば

日本テレビ（NTV）が毎年夏に系列のネットワーク

を動員して放映する24時間テレビ番組「愛は地球を

救う」は，開発教育の普及に大きな役割を演じてき

た。またNHKも開発教育の普及にそのまま利用で

きる種類の番組を放映するようになっている1）。

さらにODAが世界一になったことから全国紙や
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地方紙の紙面にも南北問題や日本の開発援助に関す

る記事がかなり現われるようになった。しかしなが

ら，欧米各国に比べると，わが国のマスコミ界の開

発問題や青年海外協力隊の現地での活動に対する関

心はまだ低く，従ってこの分野を専門とするジャー

ナリストの数もきわめて限られている2）。いずれに

しても，開発教育を進めるうえでマスコミ界からの

協力をもとめる必要がある。

1）例えばNHKが1988年4月と7月にそれぞれ4日続

けて放映した「つくられた食料危機」と題する番組

シリーズは，一般の市民に開発の問題を考えさせる

うえで大きな効果をあげた。ちなみにこの番組の制

作者はイギリスのヨークシャーTV局である。

2）イギリスの場合，現在開発問題専門のジャーナリス

ト（いわゆるdevelopmentjournalist）が約130

名程おり，ロンドンにある「世界開発教育センター

（CWDE：CentreforworldDevelopmentEdu

cation）」は毎月彼らを招いて情報交換会を開いて

いるが，それには常に80～90名のジャーナリストが

参加するといわれている。

5－5地方自治体

社会教育としての開発教育の促進者としては，最

後に地方自治体をあげなければならない。都道府県

の中には，国際交流課を置いたり，行政の外郭機関

として国際交流（あるいは海外交流）協会を設けた

りしているところが増えている。これらの地方機関

が推進する「国際交流」事業は，しばしば開発教育

の内容を含む。この点で先駆的な地方自治体は神奈

川県であろう1）。長洲一二知事が提唱する「民際外

交」の推進に力を入れて来た神奈川県国際交流課は，

自らあるいは県下の市当局と共同で数年にわたり

「国際交流ボランティア育成講座」を開いてきたが，

この講座には常に開発教育の要素が含まれていた。

また1988年3月，アジア諸国の問題に関心をもって

きた県下の市民グループと県内外の開発協力NGOs

が共同して小田原市で開催した「アジアフォーラム」

の経費の大部分を支出したのも神奈川県である。日

本の近代化・国際化の「窓口」の役割を担ってきた

横浜港をもつ神奈川県が国際化に強い関心をもって

きたことは，ある意味で必然的ともいえよう。しか

し，県内に在住する多くのアジアからの人々に対し

て大いに理解を示していることは評価されることで

ある。最近では東京都も主として青年層を対象とす

る「国際理解講座」を都下各地で開くようになって

いる。

ところが最近では首都圏から遠い地方の自治体の

間でも，地域住民の国際化に積極的な関心をもつ傾

向が見られる2）。この新しい傾向には，しばしば，

地方の「国際化」と「活性化」を一体として把握す

る思想がうかがわれる。いわゆる「地球的に思考し，

地域的に行動しよう」（Think globally，Act locally）という標語に代表される思想である。こうして

現在では地方自治体が地域のNGOに協力して国際

交流ないし開発教育を推進する例がみられるように

なった3）。これは開発教育の普及という視点からだ

けではなく，市民グループのイニシャティブによる活

動が，地方自治体を巻き込むという点で，日本社会

の民主化の前進を示唆する動きとしても，望ましい

動向であるといえよう。

1）ちなみに，1979年にUNICEF・国連大学・国連広

報センターが共同してわが国で最初に開いた「開発

教育シンポジウム」（横浜）は，神奈川県・横浜市・

横浜YMCAの共催で行なわれた。

2）例えば石川県・金沢市，鹿児島県，佐賀県など。ち

なみに開発教育協議会の昨年の全国研究集会は金沢

市の協力で開かれた。

3）例えば，アジアの農村開発の指導者を招いて1988年

11月に鹿児島で開かれた「国際地域おこしシンポジ

ウム」は，NGOである南方圏交流センター，アジ

アクラブおよび鹿児島県が共同で行なった。

6章　推進のための提言

以上述べてきたように，「日本の開発教育」は国

際的にみると著しく遅れている。先に3章で指摘し

たように，この遅れをもたらしてきた要因はきわめ

て複雑であり，その克服は容易でない。今後日本の

開発教育を推進するために必要と考えられる一連の

具体策を提言したい。

6－1　公的資金の導入について

DAC諸国政府は早くから国内で開発教育を推進

しているグループを財政的に支援するために，ODA

資金の一部を支出する制度を確立している。わが国

政府も同様な制度を速かに導入すべきである。その

ためには他のDAC諸国の援助官庁（aid agencies）

に見られるように，外務省経済協力局のなかに，開

発教育を所管する専門の課を設けるよう提案したい。

6－2　開発教育の指導者の育成について

日本の開発教育を推進するためにはまずその指導

者を育成することが緊急の課題である。
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6－2－1 大学の教職員養成過程のなかに開発教

育講座を導入する。

6－2－2 将来の開発教育の指導者の外国留学を

支援する。

6－3　開発教育に関する資料の充実・整備について

開発教育協議会は1988年度外務省経済協力局から

財政的支援を得て，「開発教育情報センター」を新

設し，開発教育に関係する文献その他の資料を集め

ようとしている。同センターの開設は，わが国の開

発教育の普及・振興のための重要なステップであり，

今後同センターがわが国の開発教育関係者にとって

便利な機能を持つことを期待する。そのために民間

財団も資金供与を行ない，同センターの以下のよう

な活動を支援することが望まれる。

6－3－1「開発教育情報センター」の一層の拡

充のために国内外の関連文献を収集す

る。

6－3－2　国連機関や欧米諸国が出版している開

発教育関係の文献の翻訳する1）。

6－4　国際的な交流の推進について

日本の開発教育の推進のためには，開発教育の分

野の国際的な交流を推進する必要がある。そのため

の具体策としては次のようなものがある。

6－4－1 国連機関や欧米の開発教育者をわが国

に招いて，日本の関係者との間で情報

や思想の交換を積極的に進める2）。

6－4－2　開発教育に関する国際会議に日本の関

係者を出席させる。さらにできればそ

の種の会議を日本で開催する。いずれ

の場合もそのための資金の確保が前提

となる3）。

1）外国で出版される文献のなかには，日本の開発教育

関係者にとって有益なものが少なくない。しかし日

本語に訳されない限り，わが国では殆ど読まれない

からである。

2）1989年には世界YMCA同盟が，「開発教育」の世

界会議を実施しようとしている。

3）例えば，国連のNGLS（ニューヨーク）のコーディ

ネーター，アンガス・アーチャー氏（Mr．Angus

Archer）は，アメリカ，カナダ，日本等の開発教

育者のワークショップを1990年にマニラで実施する

計画を進めており，そのための財政的支援を求めて

いる。

6－5　学校教育内の開発教育の促進策について

わが国の開発教育は特に学校教育の面で遅れてい

る。この現状を改善する具体策として次の提言をお

こないたい。

6－5－1個々の教師（ないし学校）による開発

教育カリキュラムや教材の開発などの

具体例の普及を促進する1）。

6－5－2　先駆的な開発教育を実践している現職

の教師に，他の先進諸国の開発教育の

実情を調査する機会を提供する。

1）開発教育協議会が毎年開催する全国研究集会はその

ためのよい機会である。

6－6　校外教育，市民運動としての開発教育の推

進策について

学校教育の外でいろいろの性格のNGOグループ

が展開している開発教育を推進する方策としては，

次のようなものが考えられる。

6－6－1　それぞれ独自の視点から開発教育に係

わっている各種のNGOs（労働団体や

生活協同組合などを含む）の間での思

想や情報の交流を奨励する。

6－6－2　アジア諸国を対象にオールタナティブ

・ツアーやワークキャンプを実施する

青少年団体，その他の市民グループの

経験のフィード・バックを行なう。

6－7　マスメディア界との連携について

広く市民の間に開発教育を普及させるうえで，テ

レビ・ラジオ，および新聞などのマスメディアが持

っている力はきわめて大きい。したがって，わが国

の開発教育を振興するためにはマス・メディア関係

者からの協力が不可欠である。

6－7－1　NHK教育テレビ（学校放送番組）に，

「開発教育」の講座を加える。

6－7－2　開発問題・南北問題・援助問題に特に

関心を持っているジャーナリストが専

門のクラブを組織し，定期的に会合す

るよう呼びかけ，必要な助成の途を考

える。

この論文は笹川平和財団にて実施された昭和63年度

事業「日本の開発教育」の研究資料として作成・提

出されたものです。
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第8回会員総会

6月10日　東京都婦人情報センター

新しい展開を迎えて

－ベトナム，ミャンマー，サラワク－

JVC第8回総会が6月10日（日），東京都婦人情

報センターにおいて行われた。

当日，午前中は「地域の中に世界がある」と題し，

山形，新潟，大阪，愛媛，福岡各地からの参加者の

活動報告を受けて，参加者全員で話し合いをした。

特に，今回，愛媛でチャリティウォークを企画・

運営した土居さんの元気の良い苦労話に触発され，

各々どんな協力ができるかなど，話が盛り上り，時

間が足りずに総会開始がずれこんだ。

午後の総会では，元エチオピア代表，現在2児の

母親で，今回，福岡から参加した安村妙さんが司会

を務めた。決算・予算報告のあと，各担当から活動

報告と計画が話された。新たな取組みとしてベトナ

ム，ミャンマー，サラワクでのプロジェクトが提案

され承認された。（第8回会員総会の詳細は，年次

報告書をご参照下さい。）

・規約変更の提案

会員の種別の中から，賛助会員の項目を以下の理

由で削除することが承認された。

1．賛助会員の会費は「金額自由」であるため，実

質的には募金による支援者である。

2．賛助会員へも，希望があれば，機関誌を送付し

ている。そこで，年に1度くらい会費をお願いす

ると，「金額自由なのだから，催促される筋合い

のものではない」とお叱りを受けることが時々あ

る。

3．パソコンで事務処理を行っているものの，正会

員と比べて，会員係の負担が大きい。

今回の決定を踏まえ，賛助会員の方には募金者や

機関誌購読者になって下さるよう，ご協力をお願い

致します。なお，総会の議事録は年次報告書に同封

いたします。

＜総会前夜祭＞
6月9日（土），午後12時から，JATAN（熱帯林

行動ネットワーク）と協力して，「サラワクの森から」

と題し，文京区民センターでシンポジウムを行った。

この日は，サラワクで熱帯林に住む先住民たちと7

年間，共に生活をしてきたスイス人・ブルーノ・マ

ンサーを迎えて，先住民たちの生きた声と生活を知

ることができた。

また，JVCからは，5月初旬にサラワクを訪問し

てきた林達雄，岩崎美佐子，司会役の岩崎駿介が参

加した。JVCの会員も出席し，この後，午後6時か

らJVC東京事務所で開かれた懇談会へ揃って，移動

した。

懇談会では，40人近く集まり，自己紹介をしたの

ち思い思いに杯を重ね，料理を食べながら雑談をし

た。特に「会員だったがJVCへ来たことがなくて，

今日は思いきって来た。スタッフや他の会員の人と

話せて，JVCをぐっと身近に感じられるようになり

ました。」という方が何人もいて，主催者としては嬉

しい限りだった。元JVCのスタッフだった人たちが，

子供を連れてきており，あっちこっちで子供と遊ぶ

姿もみられ，楽しく充実した時をもつことができた。

まだJVCに来たことのない方は，来年，是非，前夜祭

（予定），総会にご参加ください。お待ちしてます。

自
己
紹
介
す
る
参
加
者
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グリーンウォークin松山

土居陸子さん

エチオピア救援に寄付

5月20日，愛媛県松山市で行われたチャリテイウ

ォークの募金18万円を，主催者の土居陸子さんが

JVC東京事務所を訪れ，林達雄事務局長に手渡し

た。

東京で5年前に始まり，今年，松山でも同日開催

されたこのウォークに，人口1千万を越える東京で，

800人しか集まらなかったのに，人口30万の松山で，

初回にして200人の参加者は，賞賛に値する。

アジア，アフリカに関心を持つ人は多い。しかし，

行動に移す人はあまりに少ない中で，一人でもやる，

と決心し，実行委員会を組織し，単身，伊予銀行の
頭取に会いにいき，交渉の末，募金の振込手数料を
無料にしてもらったりと行動した土居さんは，「考
えるだけではなく，動くことによって面白くなる」
と言う。彼女の熱意と，今回裏方をひき受けてくれ
た方，ウォークに参加した方々の思いをエチオピア
に届けます。

選挙後のビルマ

変わらぬ難民の状況

5月22日までに送金頂いた合計15万円を6月6日

受け取りました。ビルマ会議の場で使い道について

話し合われ，このお金は，新しくタイに逃れてきた

モン族の難民の7月分の米代に当てられることにな

りました。ご協力，ありがとうございました。

5月27日，30年ぶりの自由選挙が，ビルマ国内で

あらゆる規制のもとに行われ，アウン・サン・スー

チー女史の率いる国民民主連盟（NLD）が議席の80

％を獲得して圧勝した事実が，今後，少数民族難民

の問題解決に少しでもはやく作用するように願うば

かりです。

そこに至るまでには憲法の設定と政権移譲がすみ

やかになされること，そして新しい政権が少数民族

との問題に真剣に取り組むことが必要です。しかし，

実際の道のりはまだ遠く，タイでは6月7日，政府

が，タイ国内のビルマ人不法滞在者の本国送環を

発表し，その日のうちに2，000人がつかまったこと

が発表されました。また，最近，カレン州内の戦闘

地域に入った人の話によると，国内避難民も増えて

おり，マラリアなど，健康状態もかなり悪い村が多

く，医薬品の国内での緊急援助を始める必要がある

ということです。

ひき続きビルマ少数民族難民緊急援助にご支援を

お願いします。大石道子バンコク事務所

募金の項目が変わります

1980年より設けていた「インドシナ難民救援募金」

の項は，長期にわたって活動を続けるにつれ特定の

団体から資金援助を受けられるようになったため，

削除します。（カオイダンはUNHCRとSV（オラン

ダの援助団体）から現地で，パナニコムは国際移住

機構から寄付を受けています。）

また，今まで「タイ・スラム募金」「スラムの子供

奨学金・基金」「タイ農村募金」の3本立てとなって

いましたが，寄付金指定欄の都合上，「タイ募金」と

して一本にさせて頂きます。指定する場合は，「スラ

ム」「奨学金」「農村」のいずれかを○で囲んでくだ

さい。

新たに，「ベトナム募金」と「環境募金」の項目が

増えました。ご支援をよろしくお願いします。

A．アフリカ難民救援募金

B．グリーン・フォー・アフリカ募金

C．カンボジア募金

D．タイ募金（奨学金，スラム，農村）

E．ラオス募金

F．ベトナム募金

G．定住難民募金

H．環境募金

Ⅰ．JVC運営経費募金

J．無指定募金

募
金
を
手
渡
す
土
居
さ
ん
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活 動 地 名 活　　 動　　 内　　 容 支援 団体 担　 当　 者

東京本部 渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，情報収集および広報 等。
機関誌 『トライアル・アン ド・エラー』発行。

JV C 説明会－ 毎月第 1月曜日 午後 6時～ 8時

　毎月第 2， 4土曜日 午後 2時～ 4時

全国社会福祉協
議会

岩崎駿介 （代表）
林 達雄 （事務局長）
熊岡路矢，星野昌子，
前川昌代，鴇田三芳，
山口誠史，岩崎美佐子，
富安光子，今泉 恵，
鈴木由子，富安庸太郎，

柴田久寿子，高梨直樹

神奈川県
（JV C 神奈川）

神奈川県内での渉外，事業計画， 資金調達等を行う。

今月，県国際交流協会内に，ビルマ難民救援委員会を
設置。ビルマ難民の写真展と平行して，募金キャンペ

ーンを展開中。その他，第 4回ポートウォークよこは
まと，エチオピア支援バザーの企画をすすめている。

清水俊弘

日本国内 ●定住難民プロジェクト

5月27 日，プレ企画から関わってきた，ケアハウス
さくら苑でのイベントの集大成として，「Y 2 Joint
Par ty （ワイワイ・ジョイント・パーティー）」を開
催した。さくら苑のお年寄り・職員約 150 名に定住
者・ボランティアなどのお客さん約100名で，イン
ドシナの料理や伝統舞踊，音楽を楽しんだ。

6 月17 日，神奈川で行なわれている海の祭典 「サー
ブ’90」の藤沢会場にて，ラオス民族舞踊団が，パフ

ォー マンスを行った。

ジャパン・タイムス
神奈川県福祉部
禅林寺龍華会基
金，ケアハウス
さくら苑

小野豪大，他約60人

エチオピア（東ゴジャム州）

ビチェナ

●ビチェナ 緊急救援活動
東ゴジャム州，青ナイル峡谷沿いの低地斜面に住む

2万5，000人の干ばつ被災者に対して ①フード・フ

ォー・ ワークによる食糧配給，泉の保護 ，環境保全，
支道建設，②保健衛生教育と診療所への支援を行う
ことが決定した。

－配給に必要な食糧3，000 トンのうち，957 トンをカ
ナダ政府から調達し，現地に輸送 した。

－食糧配給のための登録を終え，テーブル台地の縁
から低地までの道作り （歩くための道）を，現在
行ってい る。

－現在までに，870 万円の支援金が集まっている。

感謝 ！

－その後の調査により，同地域は85年以来雨不足が

続きJV C スタッフがマーシャのコレブ地区で見て
きたどの状況よりも深刻化していること がわかっ

た。
●総合的復興促進 （マーシャ村）
内戦のため昨年11月より中断している。

再開が待たれる。

C R D A ，W F P ，
犬養道子 ・みど
り一本運動，モ
ラロジーMI R C，
東京グリーン・

ウォーク，西本
願寺，チャリテ

ィ・サイクル，
Tree for life
の会，中部善意
銀行，毎日新聞
社会文化事業団

JV C カレンダー
メサイアコンサ

ート
エチオピア救援
バザー

山田 盛，江原浩昭，
江原広美，田尻真由美，
寿賀一仁，中野周二，イ

エットベルク，ソロモン，

バレタ，ダニエル，エシ

ャトー，トーマス，シュ
クー ル， アリ，アビエ

1990年6月25日現在
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活 動 地 名 活　　 動　　 内　　 容 支 援 団体 担　 当　 者

ソマリアマガネイ・キャンプ
（ゲ ト一郡）

ハルバ ・キャンプ
（ゲ ト一部）

●農業による自立促進

雨期に入り，今年は順調に雨が降っている。 農民は

畑に出て耕作に専念 しており，平年以上の収穫が期

待される。主に作付けしているのは，とうもろこし，

たまねぎ，ごま，豆類などである。一方，パパイヤ，

バナナなどの果樹が収穫期を迎えている。これらの

果樹については，引き続きJ V C か ら苗木を，新 しい

農場を中心に配っている。

U N H C R ，

仏国土をつくろ

う会

メサイアコンサ

ート

磯田厚子，シア ッド，

ムハボ，アオキ， ヒレ，

ラシッド

ジャララクシ・

キャンプ

（ヒラン郡）

●農業による自立促進

5 月中旬か ら一時帰国していた農業技術者の船川夫

妻が， 1 ヵ月ぶりに現場に戻り，雨期の耕作，播種

に忙 しい農民の指導に当たっている。また，従来

J V C のプロジェクトでは対象としていなかった，あ

くまで遊牧を生活の基本としたいと希望する難民に

対 し，やぎやひつ じを貸 し出して，成長 したら返 し

てもらう 「アニマルバ ンク」を新たに始めるために

準備を開始 した。

U N H C R ，

R ．Ⅰ．J a p a n

船川秀夫，

シュクリ・モハメッド

カンボジア

カンポット県

プノンペン

カンダール県

●サンタピエップ技術学校／ワ－クショップ

国土を復興するため物資の国内輸送を担う公共輸送

機関の役割を重視 し，部品 ・設備の供給，自働車整

備士の養成を初期の目標として，198 6年 にこの事業

を開始 した。運輸省輸送公社が現地の実施機関 とな

り， J V C は自動車整備の教官を派遣 した。

輸送公社は現在 539 台の トラックを持ち，内 10 3台

が 日本製。従来日本製 トラックのスペアパ－ツは全

面的に J V C が調 達 してきたが，現地 政府も最近よ

うやく自分たちで購入できるようになった。

当初より訓練を受けてきたのは，ワ－クショップに

配属された輸送公社の職員が中心だが，ほかに孤児

などに J V C が 奨学金 を出し，研修生として受け入

れている。現在生徒 ・スタッフの合計は42名。

訓練では，実習を兼ねた トラックの修理と並行 して

自動車工学などの知識をくり返 し教えている。第三

期は今年 9 月に始まるので，それに向けてカリキュ

ラムの整備，カンボジア語の教材 ・教科書の準備を

急いでいる。また，今までの教室は騒音が激しいた

め， 4 月より新たに教室棟の建設を開始 し，この 6

月，基礎工事がほぼ完了した。

● R IN E （ライン）プログラム 〔母子保健活動〕

プノンペン郡では①母子保健センタ－と巡回母子保

健活動 ②発育グラフの記入の仕方の講習会　 ③郡

病院でのお粥 ・豆乳サ－ビス　 ④子供の栄養状態の

悪い村を選んでの各家庭の生活改善　 ⑤再度の小児

発達悉皆調査などを援助する。また，助産婦技術向

上訓練の成果を見届ける。

プノンペン郡の16の村で巡回母子保健活動を実施し

とりわけ栄養状態の悪いと思われる村を選んで小児

発達調査などを援助する。また，助産婦技術向上訓

練の成果を見届ける。

今年11月にプノンペン郡， クサッイカンダ－ル郡で

働いている医師，助産婦 ら計 4 人をインドへ研修に

送る。

●井戸掘り ・給水

1990年か らこの活動はO X F A M ・L W S ・J V C と農

業者水利局 との共同事業となった。 7 県 とプノンペ

ン市に，今年 90本の井戸が掘 られる計画である。

J V C は このうち，15本 の井戸掘 りを援助する 。ど

こに掘 るかを決めるために，県の水利局と交渉を始

める。

創価学会青年平

和会議，モラロ

ジーM IR C ，立

正佼成会，日 産

労連，西本願寺，

善興寺ダーナ基

金，高岡寺族青

年会，毎 日新聞

大阪社会事業団，

明るい社会づく

り運動神奈川県

協議会，浄土宗

東京教区青年会，

国際保健協力市

民の会（S H A R E），

四日市商業高校，

J V C カレンダー

全日本仏教青年

会，カリタス ・

ジャパン ，「第 1

回 カンボジア・

クラ シックコン

サー ト」， 真如

苑， 「武蔵野市

100周年キャンペ

ーン募金」，

生協ひろしま，

銀座ライオンズ

クラブ，メサイ

アコンサー ト

古西 勇，馬 清，

杉江美子，本橋 栄

「現地の実施 ・調整機関

と主な担当者」

（運輸省）

国際局

メアス ・サメット

自動車輸送公社

タック ・カン

ワークショップ

アム ・ディエン

ゲッ ト・ソー ン

カム ・ボラ

（保健省 母子保健局）

アン・サルン医師

カンダール県

保健委員会

ニム・ニェム医師

プノンペン郡

保健事務所

サム ・サル ン医師

母子保健活動

トゥイ ・カッ

マッ・サモン

（農業省 水利局）

テ ・アヴ ・キム

井戸掘 り活動

ホック ・セタ

ソ一 ・サ リン
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活 動 地 名 活　　動　　 内　　容 支 援 団 体 担　 当　 者

カンボジアバ ッタンバ ン県

パ ンテイ ・ミエ

ンチェイ県

●内戦による国内避難民への緊急援助

戦闘の激化によって，バッタンバン県，パンテイ ・

ミエンチェイ県に 7 万人近い避難民が流出し，政府

カンボジア赤十字 とN G O が協 力して救援活動をす

すめている。J V C は 飲み水を確保するための水瓶を

主に援助する。

タイバンコク事務所

①総務，会計，資金調達　②各機関 （国連，タイ政府，日本大使館，各国民間援

助団体）及び東京事務所，ラオス ・カンボジアを含

む，各プロジェク トとの連絡調整

　③情報収集，広報活動　④在タイ日本人との連絡調整

・ビルマ少数民族難民緊急援助。

・井戸の修理はカモンが車の事故に会い，一時中断。

全国社会福祉協

議会

電力総連

ポンピモン・チャイブーン，

カモン・ミンムアン，

大石道子，主婦ボランテ

ィア15名

カオイダン

（カンボジア

難民キャンプ）

●西崎憲司記念技術学校　

6 月11日新学期が始まる。生徒数 604 名。バンタッ

トからの生徒が引き続き学んでいる。鍛冶屋と運転

の新コ－ス準備 が進んでいる。

U N H C R ，

S V （S tich tin g

V lu ch telin g ）

ソムヨット・ラタナタム，

スティ ・ネップラコン，
井本勝幸，井本美奈

パナニコム

（第三国定住待ち

キャンプ）

●日本語学校

6 月 1 日に文化オリエンテ一ションを行った。日本料

理，ひらがなゲーム，日本映画の上映，そして，「の

ど自慢大会」を行い，各 の々 国の歌を披露 しあった。

5月28 日か ら6月 6 日，C O E RR MINER CENTE R

（ベ トナム難民の孤児＜未成年者＞を収容 している

施設で C セ クションの中にある，子供たちに言語教

育＜主に英語＞オ リエンテーションを行 っている。）

のオ リエンテ一ション に協力 し，J V C よ り映写機・

ビデオを貸し出し，子供たちのために日本映画を上

映した。

IO M　 竹村雅義，熊沢ゆり，

チャワリット・ドゥワンポム，

岡村達司，蘭牟田浩美

地域開発 （C D ）

（バ ンコク市内の

スラム地区）

（プリラム県の

M 村）

●奨学金プロジェ ク ト

南部タイへ行き，奨学生の学校，家庭訪問を行った。

チュンポーン県，パティユとターセ では，13の学校

に給食用豆乳製造機（1台 3，000バ ーツ）を贈呈 し，

これをもって昨年来の台風被害の緊急援助を終える。

スラタニー県，ナコンシタマラート県，クラビ県で

は，43人 に 2 年 目の奨学金援助をし，対象者が小学

校を卒業するまで続けることを決めた。バンコクで

は約 200 人の奨学生の学校，家庭訪問をほとんど終

え，年次報告書を作成 している。今月末か ら発送予

定。

●農村開発

水牛銀行の必要な農家を調べたところ2 1件 あった。

主婦達が生協を作る資金を得るためバザーを行う。

モラロジーM IR C ，

T ree fo r life

の会，雄勝町町

内寺院会，国際

ソロプチ ミス 卜
駿河，J O F IC ，

か らし種，J V C

カ レンダー

メサイアコンサ

ー ト

コメン・スンスマン，

スンダレ一 ・ロースワン，

サムルアイ ・ジョンヨー

クラン ，池島千津子，

トンカム・サムルーンラム

ラオスヴィエンチャ

ン県

ポーリー ・カ

ムサイ県

カンムアン県

●生活改善普及員養成 プロジェク ト

第 2 回養成コースが 4 月24日か ら4 カ月間の予定で

始まった。このコー スは農業改革のための基礎知識

を保健衛生等の改善と関連させて教える。 2 月には

このコースの準備として， トレーニング講師 の東北

タイ ・スタディー ・ツアーを行ったが，本コー ス期

間中には，スタディー ・ツアーを受け入れて くれ た

タイの N GO の A T A か ら農村開発員を招き，講師

として参加 してもらった。

第 1 回養成コースの卒業生は，生活改善普及員とし

て出身地域で母子保健を中心 とした普及活動を展開

している。また地方の普及活動の拠点 として計画し

た三 つの母子セ ンターの建設が終了 し，各センタ－

での普及員によるトレイニング も順調にすすんでい

る。

U N D P ，

U N IF E M ，

庭野平和財団，

新潟国際ボラン

ティアセンター ，

日産労連，ギャ

ラリーイカット，

聖ヨゼフ老人ホ

ーム，老人ホー
ム天寿荘，難民

と地球の緑を考

える会，グルー

プ ・カンガルー，

メサイアコンサ

ー ト，J O C V ，

谷 山博史，北詰秋乃，

原田恵津子

J V C カレンダー
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Trial＆Error（試行錯誤トライアル・アンド・エラー）第101号
発行日1990年7月20日発行（毎月20日発行）通巻101号
1982年8月16日第三種郵便物認可

JVCの活動とその目的に御理解を

＞JVCとは－Japan International Volunteer Center

は1980年2月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。JVCは，活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。JVCは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

＞JVCの会員募集について－会員は，総会に出席し，

JVCの方針などを決定する他，情報・資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。会員の種別と年会費は以下の通りです。また会費には

機関誌の購読料が含まれています。

・正会員

（一般会員10，000円　活動者会員　3，000円団体会員　30，000円　学生会員　3，000円

＞機関誌『Trial＆Error』のみの購読について

・毎号1冊送付年間購読料3，000円

・毎号4冊送付年間購読料10，000円

＞送金の方法－下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5－48365加入者名－JVC会員係

②T／E：東京3－54186加入者名－JVC東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい）

＞組織も生きもの。いつかは衰え，消滅する。もし可能な

限り活力を保とうとすれば，人材の新陳代謝を続けつつ，
規則やシステムによって人が縛られないことであろう。
自由，自発，自律の3「自」が大事でしょう。（鴇田）
＞およそ組織という言葉には似つかわしくない型破りな人
たちに囲まれて，緊張した時間の流れの中をさまよってい
る。しかし着実な歩みを進めていきたい。　　（高梨）
＞組織なんて皮をむいてくと何も残らない。しかし，人が
集まってくると顔ができてくる。自己を生かし，のびのび
してこそ組織も元気がいい。組織はそこにいる人たちの心
を表わしている。　（柴田）

＞みなさまの募金が支えるJVCの活動－救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をJVCの運営経費に充当させていただいています。

A．アフリカ難民救援募金（6月小計378，916円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

B．グリーン・フォー・アフリカ募金（6月小計210，990円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

C．インドシナ難民救援募金（6月小計1，500円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

D．カンボジア募金（6月小計205，670円）カンボ

ジア国内の復興のために使われます。

E．タイ・スラム募金（6月小計507，500円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

F．スラムの子供奨学金・基金（6月小計71，500円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

G．タイ農村募金（6月小計3，500円）タイの

農村開発のために使われます。

H．定住難民募金（6月小計1，500円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

I．JVC運営経費募金（6月小計9，500円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

J．ラオス募金（6月小計51，500円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

K．無指定募金（6月小計719，253円）

＞送金の方法－下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京9－27495（募金種目名をご記入下さい。）

加入者名－JVC東京事務所

犬養道子・「みどり一本」募金

東京0－212497　　（6月小計192名1，074，260円）

犬養道子さんの御厚意により，JVCに上記の口座を設け
ました。この募金はエチオピアの植林プロジェクトに使
われます。
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